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令和２年度 学校経営計画・自己評価書       足立区立平野小学校 

校長   葛 谷  裕 治    

１ 学校教育目標 

人権尊重の精神を基調とし、生涯にわたり主体的に学び続ける人間性豊かな児童の育成を図る。そこで、知・徳・体の調和と統一のとれた児童、広く

国際社会に貢献できる社会人となるための基礎を身に付けた児童、将来の選択肢に幅広い可能性をもつ児童の育成を目指し、次の教育目標を設定する。 

○よく考え進んで行動する子  ○思いやりのある子  ○からだをきたえる子 

２ めざす学校像、児童・生徒像、教師像 

○学校像 
◎明るく楽しく安全な学校 ○児童一人一人の人権を尊重し大切にする学校 ○授業改善、研究、研修に力を入れる学校 

○保護者や地域から信頼され、協力、支援される学校 

○児童・生徒像 

○よく考え進んで行動する子…進んで学習し、学び方や考え方を身につけ自らの力で課題を解決する児童 ○思いやりのある子…時と場

に応じた挨拶や返事ができ、礼儀正しく明るく思いやりの心をもち、お互いの気持ちを考えながら共に励まし合い助け合う児童  

○体をきたえる子…進んで運動し健康に気を付けながら、たくましく活力のある生活を営む児童 

○教師像 

○児童の健全育成に全力を注ぎ、児童に敬愛され、保護者・地域に信頼される教師 ○授業改善に努め、新しいことにチャレンジし、充

実した授業を展開する教師  

○自己研鑽に励み、努力を惜しまず、実践を大切にする教師 

３ 学校の現状及び前年度の成果と課題 

《学校の現状》 

○臨時休校明けより、児童は、明るく素直で、落ち着いて学校生活を送っている。コロナ禍で学校生活が制限される中、学習面でも生活面でもできるこ

とを精一杯している。元気よく大きな声で挨拶することは制限されているが、黙礼や小さな声での挨拶などしっかりできている児童が多い。学習用具

の忘れや宿題忘れをする児童が固定化されつつあり、担任からの指導の強化や保護者との連携をより図っていく必要がある。 

 

○教職員は教材研究・授業や行事の打ち合わせ等を熱心に行い、足立スタンダードをもとに問題解決学習を中心に児童一人一人に応じた指導を心がけて

いる。２７名の教員のうち、経験が自校のみの教員も三分の一いるが、お互いに協力を惜しまず、児童に正対しまじめに取り組んでいる。 

 

《前年度の成果と課題》 

○基礎的・基本的な学習内容の定着 

放課後の「平野スキルアップタイム」や補習教室によって、基礎的・基本的な学習内容の定着を図ってきた。また、学習内容の理解に時間がかかる３、

４年児童には、そだち指導を、区の学力調査で目標値に達しない児童に対しては夏・冬・春の長期休業中に補充教室を実施してきた。児童全体の基礎基

本の定着度の底上げができてきた。通過率も向上し区の平均を上回った。理解できない内容をそのままにせず、放課後補習等を継続し、さらなる基礎学

力の定着を目指す。若手教員が多いので授業力・指導力の向上が必要である。教科指導専門員による指導を真摯に受け止め、授業改善に努めさせる。家

庭学習に一定時間取り組む児童が増えてきた。宿題や自学等家庭学習の習慣をさらに定着させる。地域の環境や自然・人を活用した学習や体験活動をさ

らに充実させる。 

 



 ２ 

○心の教育の充実 

年間を通した挨拶運動の実施で朝の挨拶や廊下等での挨拶はかなりできるようになってきた。挨拶に対する保護者からの肯定的な評価は８２％で、調査

した１０項目の中では、まだ一番低いため、朝や帰りだけでなく日中もふくめ、さらに大きな声で自分から挨拶ができるようにしていく。 

 

・教員一人一人が足立スタンダードによる授業実践を通し、授業改善・指導方法の工夫に努めた。４月に実施された区学力調査では、通過率が８６．５％

で昨年度を上回った。放課後「平野スキルアップタイム」を継続し、学力調査の結果をもとに学力向上委員会が中心になって計画を立て、各クラスで放

課後の補充学習をしたり、担当教員による補習教室を実施したりするなどして、さらなる学力の向上に向けて取り組んできた。区学力調査を活用した２

月の現学年調査では、通過率が７９．２％だった。臨時休校となった３月と春休みに課題を出し、子供たちの基礎学力の更なる定着を図ってきた。 

・小中連携について、ペアを組む小中３校で年度当初に立てた計画についてほぼ実施できた。今年度は各校で計画を立て実施する。 
・毎日課題を出し、家庭学習は定着した児童が多いが、さらに自主的に家庭学習ができる児童を増やしていく。 
・子供たちの総年間読書冊数は、６００００冊を突破し、一人あたりの年間読書冊数は、平均１３０冊を達成した。 

 

４ 重点的な取組事項 

 内    容 
実施期間（年度） H:平成 R:令和 

H30 R1 R2 R3 R4 

１  学力向上を推進する（学力向上アクションプラン） ○ ○ ○ ○ ○ 

２  豊かな人間性を育成する ○ ○ ○ ○ ○ 

３   家庭・地域との連携を図る ○ ○ ○ ○ ○ 
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５ 令和２年度の重点目標 
 

重点的な取組事項－１ 学力向上を推進する（学力向上アクションプラン） 

Ａ 今年度の成果目標 
達成基準 

（目標通過率） 
実施結果 

（通過率結果） 
コメント・課題   

達成度 
◎〇△● 

児童一人一人の基礎学力の定着、
思考力・表現力の向上 

年度当初－86％ 1月－95％ 
2月現学年－75％令和3年4月－86％ 

年度当初－87.5％ 1月末－95.7％ 

2月現学年－82.7％ 

令和 3年 4月－  ％ 

コロナ禍でも学力を維持することができ
た。引き続き学力向上・定着を図る。学
習の定着状況と具体的な取り組みは６
(１)を参照 

○ 

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

新
・
継 

アクション 

プラン 

対象教科 

実施教科 

頻度・ 

実施時期 

具体的な取り組み内容 

(誰が、何を、どのように) 

達成確認 

方法 

達成目標 

（＝数値） 
(いつ・何を・どの程度) 

実施結果 コメント・課題 
達成度◎〇

△● 

１
継
続 

スキルアッ

プタイム 

11月より 

全児童 

国語 

算数 

毎日 

（ Ｂ 時

程・土曜

授 業 日

除く） 

担任が、次へのステップ、 

東京ベーシックドリル、漢

字・計算プリント等を活用し

て、漢字・計算の基礎を身に

付けさせ、学力を定着させ、

弱点を克服する。 

全校で共通し

たワークテス

トを活用し成

績ファイルで

確認する 

国語と算数のワ

ークテストの平

均点８７点以上 

現学年調査は目

標値の通過率 

７５％ 

２月末現在 

全学年ワークテストの

平均点 

国語８８．５点 

算数８６．５点 

現学年調査通過率 

国語－８０．２％ 

算数－８５．３％ 

・平野スキルアップ
タイムが定着し学
力の底上げにつな
がった。 
・観点別ポートフォ
リオを活用して理
解不足の解消に努
めた。 
・基礎学力のさらな

る定着をめざす。 

○ 

２
継
続 

放課後補充

教室 

10月より 

全学年 

目標値に

達してい

ない児童 

国語 

算数 

毎日 

（ 月 別

に 学 年

を指定） 

専科、学習支援ボランティア 

が漢字・計算プリント等を活

用して、つまずきをさかのぼ

り、少人数指導を行う。 

 反復して学習させること

で基礎学力の定着を図る。 

学力調査の再

調査（全児童）

１月実施 

・現学年調査

２月実施 

 

学力調査の再調

査は目標値の通

過率１００％ 

 

１月の再調査通過率 

国語－９５％ 

算数－９６．４％ 

２月の現学年調査通

過率 

国語－８０．２％ 

算数－８５．３％ 

１１月より毎月、

担当学年を決め、

学年の内容を超え

て復習できる環境

を整えた。 

学力の底上げにつ

ながった。 

○ 



 ４ 

３
継
続 

「学年別家

庭での自主

学習」の発

行 

 

 

全児童 

全教職員

に発行 

４ 月 に

配布 

保護者会資料として配布し、

家庭にも学力向上への取り

組みに理解をしていただく。 

全校で毎日、漢字、算数、音

読の宿題を出すように共通

理解し、未提出の児童は、そ

の日の内に放課後等の時間

を使って終わらせる。 

宿題提出簿 

家庭生活調べ 

 

宿題提出率 

１００％ 

 
 
家庭学習の達成率 
２月末まで 

全校で８７％ 
 

宿題を忘れてくる
子の固定化が課題
となっている 
さらに自学を含め
た家庭学習の充実
を推進していく 
 

○ 

４
継
続 

 
読書活動の

推進 

 

全児童 

読書記

録は年

間を通

じて取

り組む。 

火・水・

木曜日

の朝読

書 

読書旬

間－6月 

読書月

間-10月 

毎日の生活の中で読書の時

間を確保し、読書に親しみ、

考える力や想像力を育む。 

・朝読書（週３０分×３５週

＝１０５０分） 

・読書記録への記入 

・図書委員会による本の紹介 

・教師による読み聞かせと本

の紹介 

・読書旬間－低学年２０冊、

高学年５００ページ 

・読書月間－低学年４０冊、

高学年１０００ページ 

・年間読書冊数の目標を各学

年ごとに設定する。 

読書記録で確

認する 
読書旬間・月

間の目標達成

者は校長室に

報告に来る 

全校児童で年間

の読書冊数 

６５，０００冊  

年間個人読書冊

数 

１年－250冊 

２年－210冊 

３年－130冊 

４年－100冊 

５年－80冊 

６年－70冊 

４ 組 － 130 冊 

６割達成 

朝読書等計画通り実

施できた 

全校読書冊数は 

２月末 80942冊 

個人読書冊数達成者 

１年－４０名 

２年－３９名 

３年－５８名 

４年－２５名 

５年－２７名 

６年－１１名 

４組－１５名 

 計２１５名 

新型コロナウィル

ス感染症拡大防止

のために、外遊び

等も制限されるた

め、読書活動を推

奨してきた結果、

過去最大の読書冊

数となった。今後

も読書活動を推進

していく 

◎ 

５
継
続 

 
百人一首旬

間 

 

全児童 
７月 

１２月 

小倉百人一首、五色百人一首

を使用し日本の伝統文化で

ある百人一首に親しみ、古語

の響きの良さに気付かせる。 

百人一首暗唱

カード 
各学年で２０首

ずつ覚える 

２０首以上暗記人数 

７月－ ７９名 

12月－１６３名 

１２月の達成数は

昨年度の約２倍に

なった 

◎ 



 ５ 

６
継
続 

俳句コンク

ール 
全児童 

６月 

１０月 

身近な生活の中で感じたこ

とや自然現象などを、短い言

葉で表現することにより、物

事を見つめる目を養い、豊か

な感性を養う。 

・俳句コンクール（7月.10

月）・校長室前に俳句箱を設

置し年間を通して俳句に取

り組む。 

・外部の俳句大会にも応募 

俳句作品展 

５・７・５のリ

ズムで季語を用

いた俳句を作

る。 

訂正した計画通り、

７月、１０月に校内

俳句コンクールを実

施 

年間を通じて、校長

室前で校長先生俳句

会を実施 

新型コロナウィル

ス感染症拡大防止

対策のため、各ク

ラスの代表作品を

一覧表にしてホー

ムページに掲載し

紹介した 

 ◎ 

７
継
続 

授業力・指

導力の向上 
全教職員 

年 間 を

通じて 

・年間６回の校内研究 

・全教職員による学年別分

科会と授業研究を実施 

・区や都の研修会への参加、

のべ１００回以上 

 

管理職による

研究会参加 

区や都の分掌

に関わる命令

研修以外に研

修へ参加 

分科会３回、 

授業研究３回 

一人４回以上区

や都の研修会に

参加 

分科会３回、授業研究

３回の校内研究 

・区小研への参加は 

９０％ 

・研修会参加延べ 

１５８回 

小中連携が中止の

ため、校内研究に

切り替え、計画通

り実施できた。 

○ 

８
継
続 

足立スタン

ダードに基

づいた授業

展開、校内

での共通理

解に基づい

た指導体制 

 

全教職員 

全児童 
年 間 を

通じて 

足立スタンダードに基づい

た授業を展開する。 

・系統立てて学年別にノート

を選定し、低学年は、マス黒

板を使って指導する。 

・ワークテスト（国・算）を

全校で統一し、成績入力方法

を統一し、経年比較ができる

ようにする。 

・漢字の速習（２～６年生は

１２月まで、１年生は１月ま

でに当該学年で学習する漢

字の指導を終える。） 

管理職、教科

指導専門員に

よる授業観察 

 

ワークテスト

の経年比較デ

ータの活用 

全教職員が本時

のめあてとまと

めを意識し、足

立スタンダード

に基づいた授業

を展開する 

毎時間、問題解決型の

学習展開を意識して指

導を実践した 

ワークテストの統一や

漢字の速習は、予定通

り実視できた 

・問題・ねらい・ま

とめを常に板書し、

児童に本時の目当

てを意識させた上

で、問題解決型の学

習を展開できた。 

・漢字は１２月まで

に速習し、１～３月

で習熟、活用できる

ように各クラスで

取り組めた。 

   ◎ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 ６ 

重点的な取組事項－２ 豊かな人間性を育成する 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題   達成度 

様々な人との関わりを通して思いやり
の心を育成する 

学校評価項目、「子供は、明るく元気
に学校生活を送っている」９５％以上
の肯定的評価 

学校評価項目、「子供は、明るく元
気に学校生活を送っている」の肯
定的評価 
３９８／４１０＝９７．１（％） 

子供たちの人権に配慮し
ながら問題行動の早期発
見・早期解決に努めてい
る 

○ 

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

項目 達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

縦割り班活動の充実 
・縦割り班遊び年１８回 
・縦割り班給食年２回 
・縦割り班集会年３回 

・土曜授業日のある週の中休
みを縦割り班遊びの日に設定
し土曜授業日の中休みを３０
分間にして縦割り班遊びを十
分とる。 
・給食部、特別活動部の年間

計画の中に縦割り班活動を明

確に位置づける。 

縦割り班の編制までしたが、新型コロ
ナウィルス感染症拡大が収まらず、今
年度の縦割り班活動は、１月現在見合
わせている。実質的な活動はできなか
った。 

子供たちの成長にとって 
異学年交流は欠かせないの
で、次年度も計画し、新型
コロナウィルス感染症拡大
が収まればすぐに活動でき
る状態にしておく 

 

 

 

  ● 

幼稚園、保育園との

連携 
・ビデオ交流 

・学校生活の様子をビデオ等
データにし、幼稚園・保育園
で映像として流し、小学校生
活についての理解深め、小学
校に入学するという意識を高
める。 

学校生活の様子を動画にして、幼
稚園・保育園に配付した。園児に
小学校の生活の様子を知らせ、入
学に向けての意欲を高めることが
できた。 

新型コロナウィルス感染症

拡大が収まれば、例年通り

行事の参観や小学校体験・

体験給食等、例年通りの連

携を実施していく 

 

 

  ○ 

道徳の授業の充実と 

挨拶運動等の推進 

・道徳の授業の充実 

・学校評価項目、子供は

家庭や学校でよく挨

拶をしている８７％ 

・オリンピック・パラリ

ンピック教育の推進 

・道徳の年間指導計画に重点

として、親切、思いやり、生

命の尊さ、友情、信頼等を位

置づける。 

・朝と帰りだけでなく日中の

挨拶について強化する。 
・年間計画に基づく確実な実
施をする。 

道徳やオリンピック・パラリンピ
ック教育について年間指導計画に
沿って実施できた。 
挨拶は、コロナ対策として小声や
黙礼を推奨してきた。おおよそ身
についた 
挨拶についての学校評価 
３５８／４１０＝８７．３（％） 

次年度も、思いやりのあ
る子を育てるため、親
切・生命尊重・友情を重
点にする 
挨拶をさらに強化する 

 

 

 

○ 

 
 
 
 
 
 
 
 



 ７ 

重点的な取組事項－３ 家庭・地域との連携を図る 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題   達成度 

家庭・地域との連携を密にし、信頼され
る学校を目指す。 

保護者の学校評価１０項目において 
プラス評価の平均９６％ 

保護者の学校評価 ７項目において
プラス評価の平均 
２６７２／２８７０＝９３．１ 

  （％） 

概ねよい評価であったが

さらに信頼される学校を

めざしていく 

 

○ 

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

項目 達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

基本的生活習慣の定

着 

・保護者の学校評価１０
項目において 
プラス評価の平均９６％ 

・保護者全体会・学校便り・
専科便り・学年便り・学校Ｈ
Ｐ・学校説明会・ＰＴＡ広報
誌、校門前掲示板等で教育活
動を発信していく。 
・生活調べの各月の結果を学

年便りに掲載し、基本的な生

活習慣の定着について保護者

に啓発する。 

今年度は、授業参観等教育活動を実
際に見る機会がなかったため、評価
項目を７項目に変更して実施した 
 
保護者の学校評価 
７項目において 

プラス評価の平均 
２６７２／２８７０＝９３．１ 

（％） 

他校ではほとんど例を見
ない専科便りを学校便り
と同様に毎月発行するな
ど、学校を外に開くため
の工夫をしているが、今
年度はコロナウィルス感
染症拡大防止対策のため
教育活動を参観してもら
う機会がほとんどなかっ
た。ホームページ上で紹
介するなどの工夫をした 

 

 

 

 

○ 

環境教育の推進 
・エコキャップ活動への

参加 

・学年便りや担任の呼びかけ
で、エコキャップ活動への意
識を高める。回収量１７０㎏。 
・給食の残滓率２．２％以下 

・校内３カ所にエコキャップ回収
ボックスを設置し、学年便りや担
任が呼びかけ推進した。今年度の
回収量は１月末１５３㎏だった。 
・給食の残滓率 

４月～２月末まで２．３％ 

地域の方々も趣旨に賛同

しエコキャップの回収に

協力していただけた。 

給食は引き続き残滓率が

下がるよう指導していく 

 

 

○ 

開かれた学校づくり
協議会・学校運営協
議会の活動の推進 

・教育活動への理解と周
知 

・学校運営協議会を開かれた
学校づくり協議会の運営委員
会として位置づけ、各部の活
動を明確化し年間計画の立案
や進行管理をする。 
・土曜事業としてそろばん教
室、漢字検定を計画実施する。 

コロナウィルス感染症拡大防止対
策のため、運営委員会を１回開催
した後は、教育活動の様子を書面
で知らせるだけになった。(２回) 
土曜授業日のパソコン学習のボラ
ンティアも１回だけ実施した 
農業体験活動は年間を通じて実施
しできた 
土曜事業はそろばん教室、漢字検
定を実施した。 

現在の状況が収まれば開
かれた学校づくり協議会
のすべての活動を以前に
戻し活発化していく。 

 

 
 
 
 
△ 

 
 
 



 ８ 

６ まとめ 

（１）今年度の成果と次年度に向けた課題及び解決の方向性 

コロナ禍であっても子供たちの学力向上が大切であると共通認識し、学力向上委員会が中心になり、６月に実施された区の学力調査を分析し、朝読書（毎朝 10分間）

や７年目となる放課後「平野スキルアップタイム」の確実な実施（１１月より）、算数ルームを利用しての担当教員による補習教室を実施するなどして、学力の向上に向

けて取り組んできた。校内研究や校外での研修、教科指導専門員による指導等を通して授業改善・指導方法の工夫に努めた。区の学力調査では、４年生の国語の通過率

が区平均に０．２％足りなかったが、その他はすべて区の平均を上回り、国や都の調査でも昨年の正答率をほとんど上回り、着実に伸びてきている。国語では、登場人

物の心情や筆者の言おうとしていることを読み取ることが課題なので、授業の中で課題となる内容を質問する場面を増やしたり、友達同士で意見交換する場を設定した

りしていく。 

本校の特色である農業体験活動を通して、具体的な活動や体験をしながら生き物を大切にしたり、環境を考えたり、地域の方々との交流をしたりして、豊かな心の育

成を継続して行ってきた。保護者の学校評価については、肯定的な評価が評価７項目平均９３．１％であった。次年度も、保護者や地域・学校運営協議会・開かれた学

校づくり協議会と連携し、外部の方々の協力を得て、学校教育に対する関心を高めるとともに、知徳体の調和のとれた児童の育成を重点に全教職員の共通理解のもとさ

らなる充実した教育活動を推進していく。 

（２）保護者や地域へのメッセージ 

本校では、人権尊重の精神を基調とし、知・徳・体の調和と統一のとれた児童、広く国際社会に貢献できる社会人となるための基礎を身に付けた児童、

将来の選択肢に幅広い可能性をもつ児童の育成を目指すことが、生涯にわたり主体的に学び続ける人間性豊かな大人になることにつながると考え、教育

活動を推進して参りました。 

学力向上については、一定の成果を上げ安定した成績を上げることができました。生活面においても問題行動の早期発見・早期解決に努めて参りまし

た。この間、保護者や地域の皆様には多大なるご理解とご協力をいただき本当にありがとうございました。年末に皆様から寄せられた学校評価やご意見

を生かしながら、来年度も子供たちが生き生きと学校生活を送り、保護者や地域の皆様から信頼される平野小学校になるよう努めて参りますので、ご協

力をよろしくお願いします。 

（３）その他（学校教育活動全般について） 

今年度は体育館にエアコンが設置されました。また、校内の放送設備も一新されました。来年度も運動会は１０月に実施する予定です。年間行事予定

は、年度末の保護者会にてお知らせしましたが、新型コロナウィルス感染症の状況によっては大幅に変更する可能性もございます。あらかじめご了承の

ほどよろしくお願いいたします。 

 今年度は、新型コロナウィルス感染症拡大防止のために、臨時休校から始まりました。保護者の皆様には、多大なご理解とご協力をいただきまた、現

在もご協力いただいているところです。今年度の教育活動の内容や行動制限については、学校評価に書かれた以外にも各ご家庭様々なご意見があると思

います。５００名を超える子供を預かる学校では、都・区教育委員会の方針や区立小学校長会の意向等を考え合わせ、平野小の子供たちの安心・安全を

第一に考え教育活動を実践してきました。来年度も、その時々の状況に合わせ子供たちの安心・安全を第一に考え臨機応変に教育活動を進めて参ります

ので、ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。  


